
　

世
界
は
確
実
に
高
齢
化
し
て
い
る
。

合
計
特
殊
出
生
率
は
低
下
し
、
平
均
余

命
は
伸
び
て
い
る
。
世
界
的
な
人
口
高

齢
化
と
高
齢
者
の
社
会
的
権
利
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
に
よ
り
、
一
九
九
一

年
国
連
総
会
で
「
高
齢
者
の
た
め
の
国

連
原
則
」
が
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
一
九

九
九
年
を
「
国
際
高
齢
者
年
」
と
定
め

ら
れ
た
。
社
会
の
高
齢
化
は
国
際
的
に

見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
地
域
的
に

相
違
が
見
ら
れ
る
。
高
齢
化
の
波
は
、

先
進
国
に
は
じ
ま
り
、
東
ア
ジ
ア
諸
国

で
も
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
東
ア
ジ

ア
諸
国
で
は
、
高
齢
化
と
と
も
に
従
属

人
口
比
率
も
上
昇
し
、
や
が
て
人
口
上

の
経
済
的
優
位
は
失
わ
れ
よ
う
。他
方
、

南
ア
フ
リ
カ
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
新

興
国
で
も
高
齢
化
は
進
行
し
て
い
る

が
、
そ
の
速
度
は
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
比

べ
る
と
緩
や
か
で
あ
り
、
二
〇
二
五
年

に
か
け
て
従
属
人
口
比
は
む
し
ろ
低
下

す
る
と
予
測
さ
れ
る
（
表
参
照
）。

　

高
齢
化
に
と
も
な
い
社
会
保
障
に
関

し
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
経
済
発

展
と
と
も
に
社
会
保
障
制
度
が
整
備
さ

れ
つ
つ
あ
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
今

後
ま
す
ま
す
高
齢
者
の
社
会
保
障
に
つ

い
て
関
心
が
高
ま
り
、
そ
れ
に
関
す
る

政
治
的
議
論
が
活
発
化
す
る
で
あ
ろ

う
。
他
方
、
緩
や
か
に
高
齢
化
が
進
で

い
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
お
け
る

公
的
な
社
会
保
障
制
度
の
整
備
は
、
東

ア
ジ
ア
諸
国
よ
り
も
先
ん
じ
て
い
た
。

同
地
域
で
は
一
九
九
〇
年
代
に
は
年
金

制
度
改
革
を
中
心
と
し
た
社
会
保
障
改

革
が
実
行
さ
れ
た
。
二
一
世
紀
に
な
る

と
新
自
由
主
義
的
改
革
に
対
す
る
批
判

も
高
ま
っ
て
き
た
。

　

各
国
の
高
齢
者
に
対
す
る
社
会
保
障

制
度
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

保
障
に
対
す
る
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が

反
映
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
以

降
新
興
諸
国
に
お
い
て
市
場
機
能
を
重

視
す
る
新
自
由
主
義
的
思
想
が
浸
透

し
、
経
済
政
策
に
お
い
て
も
貿
易
自
由

化
、
国
営
企
業
民
営
化
、
規
制
緩
和
な

ど
の
新
自
由
主
義
的
経
済
政
策
が
採
用

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
新
自
由
主
義
は
、

経
済
面
に
限
ら
ず
雇
用
や
社
会
保
障
分

野
に
ま
で
浸
透
し
て
き
た
。
新
自
由
主

表　高齢者人口比等（2000～2005年→2025～2030年）

地域・国
65歳以上
高齢者人口比
2000年→2025年

従属人口比
2000年→2025年

合計特殊出生率
2000～2005年→
2025～2030年

平均余命
2000～2005年→
2025～2030年

65歳以上労働力率
2000年→2010年

西欧 16.0％→23.5％ 49.3％→60.1％ 1.5％→1.6％ 78.5→81.6 1.9％→1.7％

北米 12.3％→18.7％ 51.0％→58.6％ 1.9％→2.0％ 77.7→81.1 9.5％→8.6％

東アジア 7.7％→14.5％ 46.2％→47.8％ 1.8％→1.9％ 72.3→77.3 18.0％→15.6％

日本 17.2％→28.9％ 46.8％→69.6％ 1.3％→1.6％ 81.5→85.6 22.4％→19.4％

韓国 7.1％→16.9％ 38.7％→49.0％ 1.5％→2.0％ 75.5→79.9 22.2％→20.5％

中国 6.9％→13.2％ 46.4％→46.2％ 1.8％→1.9％ 71.2→76.3 16.9％→14.5％

香港 10.6％→20.0％ 36.9％→50.7％ 1.2％→1.7％ 79.9→82.6 13.0％→12.1％

東南アジア 4.7％→8.4％ 58.9％→46.7％ 2.5％→2.1％ 67.0→74.0 34.5％→31.2％

インド 5.0％→8.3％ 62.5％→46.1％ 3.0％→2.1％ 64.2→71.6 32.1％→29.6％

南アフリカ 3.6％→7.2％ 60.2％→52.6％ 2.9％→2.1％ 47.4→49.9 12.8％→11.1％

アルゼンチン 9.7％→12.3％ 59.8％→52.9％ 2.4％→2.1％ 73.8→77.8 9.9％→8.8％

ブラジル 5.1％→10.3％ 51.4％→48.3％ 2.2％→2.1％ 68.3→73.9 15.9％→14.2％

メキシコ 4.75％→9.3％ 60.95％→48.1％ 2.5％→2.1％ 73.0→76.7 29.8％→26.2％

キューバ 9.6％→17.1％ 44.5％→49.5％ 1.6％→1.9％ 76.4→78.8   5.0％→4.25％

（出所）U.N. [2002] World Population Aging 1950-2050, New York: U.N.
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義
的
社
会
政
策
の
核
心
は
、
効
率
の
追

求
が
あ
り
、
社
会
扶
助
の
場
合
対
象
者

を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
場
合
、
ミ
ー
ン
ズ
テ
ス
ト
や

対
象
者
の
選
別
に
際
し
て
被
援
助
者
は

貧
困
者
と
し
て
区
分
け
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
新
自
由
主
義
的
社
会
政
策
に
対

す
る
批
判
の
ひ
と
つ
に
は
こ
う
し
た
選

別
主
義
的
な
政
策
自
体
に
よ
り
貧
困
者

が
区
別
さ
れ
、
選
別
に
よ
り
し
ば
し
ば

ス
テ
ィ
グ
マ
を
と
も
な
う
点
に
あ
る
。

　

ま
た
、
年
金
改
革
で
は
公
的
な
賦
課

方
式
か
ら
民
間
積
立
方
式
に
転
換
さ
れ

た
事
例
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に

み
ら
れ
る
。
民
間
積
立
方
式
を
主
張
す

る
論
者
は
、
積
立
方
式
の
方
が
賦
課
方

式
と
比
べ
て
人
口
の
高
齢
化
に
対
し
て

耐
性
が
あ
り
、
保
険
料
の
支
払
い
と
年

金
受
給
の
関
係
が
明
確
で
あ
る
た
め
保

険
料
の
未
納
が
減
少
し
、
積
立
金
が
投

資
さ
れ
経
済
成
長
に
貢
献
す
る
と
主
張

し
て
い
た
。積
立
方
式
で
は
加
入
者
が
、

民
間
年
金
運
用
会
社
を
選
択
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
一
定
の
条
件
、
例

え
ば
一
定
の
年
齢
以
上
の
も
の
全
て
に

あ
る
種
の
給
付
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
普
遍
主
義
的
政

策
を
主
張
す
る
論
者
も
多
い
。
こ
う
し

た
普
遍
主
義
的
政
策
の
背
景
に
は
、
全

て
の
市
民
は
社
会
権
と
し
て
社
会
保
障

を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
る
と
い
う

考
え
方
が
あ
る
。
い
ま
だ
に
実
現
し
た

例
は
存
在
し
な
い
が
、
市
民
で
あ
る
こ

と
の
み
を
条
件
と
し
て
全
て
の
市
民
に

基
礎
的
な
所
得
を
給
付
せ
よ
と
い
う

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
の
主
張
は
、
そ

の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

全
国
民
を
対
象
と
し
原
則
無
料
の
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
公
立
病
院
制
度
も
普
遍
主

義
的
制
度
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
も
っ
と
も
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
公
立

病
院
制
度
は
、
医
療
保
険
を
所
持
し
な

い
貧
困
層
が
そ
の
中
心
的
利
用
者
と

な
っ
て
お
り
、
階
層
的
医
療
制
度
の
な

か
の
一
部
分
を
構
成
し
て
い
る
の
が
現

実
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
高
齢
者
の
社
会
保
障
政
策

に
関
す
る
選
別
主
義
か
普
遍
主
義
か
と

い
う
対
立
軸
の
他
に
、
高
齢
者
の
社
会

保
障
は
、
誰
が
担
う
べ
き
で
あ
る
か
と

い
う
視
点
か
ら
論
点
を
整
理
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
新
自
由
主
義
者
は
ま

ず
、
自
己
責
任
を
重
視
し
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
年
金
の
運
営
に
民
間
企
業
が
参

与
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
で
あ
ろ
う
。

従
来
型
の
福
祉
国
家
が
優
れ
て
い
る
と

見
る
論
者
は
、
社
会
福
祉
の
担
い
手
は

国
家
で
あ
り
、
ま
た
市
民
の
連
帯
を
重

視
す
る
で
あ
ろ
う
。
公
的
賦
課
方
式
年

金
制
度
は
、
世
代
間
連
帯
の
証
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
ま
た
、
子
供
や
高
齢
者
は

自
宅
で
家
族
に
ケ
ア
さ
れ
る
の
が
幸
せ

で
あ
る
と
す
る
論
者
も
い
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
市
民
社
会
組
織
が
こ
れ
か
ら

の
高
齢
者
へ
の
社
会
保
障
で
重
要
な
役

割
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
と
主
張
す
る
論

者
も
多
い
。
ま
た
、
現
在
に
は
こ
れ
ら

の
全
て
が
社
会
保
障
の
供
給
者
と
な
っ

て
い
る
ウ
エ
ル
フ
ェ
ア
ー
ミ
ッ
ク
ス
の

社
会
で
あ
る
と
す
る
論
者
も
い
る
⑴

。

　

本
特
集
で
は
、
高
齢
化
の
進
行
が
早

い
東
ア
ジ
ア
の
な
か
か
ら
韓
国
、中
国
、

香
港
、
高
齢
化
は
そ
れ
程
進
ん
で
い
な

い
ア
フ
リ
カ
か
ら
南
ア
フ
リ
カ
、
両
者

の
中
間
で
あ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
か
ら

メ
キ
シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
を
取
り
上
げ
る
。
そ
こ
で
は
各
国
の

高
齢
者
の
状
況
、
各
国
で
い
か
な
る
政

策
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
背
景
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
論
じ

る
。
そ
の
際
、
様
々
な
政
策
ア
イ
デ
ィ

ア
が
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
に
注
目
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
う
さ
み　

こ
う
い
ち
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

ラ
テ
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ア
メ
リ
カ
研
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グ
ル
ー
プ
長
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